
第 64回 桑名市新型コロナウイルス感染症対策本部会議を開催しました 

 

日時 令和５年２月 27日（月） 午前 11時 00分から午前 11時 30分 

 

会議概要 

〇新型コロナウイルス感染症の県内感染状況等について 

（事務局） 

・新規感染者のピークは年末年始であったが、その後減少傾向にあり、また重症者用病床使用率

も低い状態である。 

・桑名市の自宅療養者数も落ち着いてきている。 

・死亡者は 80代、90代以上が多くを占めている。 

 

 

〇「三重県指針」の改定（ver.18）について 

（事務局） 

・病原性が異なる変異株の発生といった特段の事情がない限り新型コロナウイルス感染症の感染

症法における位置づけを令和５年５月８日から、５類感染症とすることが示され、様々な対策見直

しが進められている。 

・また、５類への位置づけの変更に先立ち、マスクの着用に関する考え方が見直され、令和５年３

月 13 日以降は、マスク着用については個人の判断に委ねられることになったことを受け、「三重

県指針」の改定が行われた。 

・本指針において主な改定として以下のことがあげられる。 

▸【令和５年３月 13日（月）から適用】マスクは個人の判断で着脱をしていただくこと。ただ

し、次の場合においてはマスク着用を推奨する。 

「医療機関を受診する場合」 

「高齢者等重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設等を訪問する場

合、また、こうした施設の従業員の勤務中」 

「通勤ラッシュ時等混雑した電車やバス等に乗る場合（ただし、概ね全員の着席が可能な特急

列車、高速バス、貸切バス等を除く）」 

▸令和５年３月 13日（月）以降、マスクの着脱については個人の判断でお願いすることとする

が、感染対策上又は事業上の理由により、必要に応じ利用者や従業員にマスクの着用を求

めることは妨げない。また、マスクの着脱は本人の意に反し無理強いされるものではなく、マス

クの着脱にかかる人権侵害、誹謗中傷等は絶対に行わないこと。 

 

 

 



〇３月 13日（月）以降の庁舎や施設等におけるマスク着用等に関する市の対応方針について 

（事務局） 

・国や県の方針に基づき、市の対応方針を以下のとおりとする。国や県から新たな方針等が示され

ない限り、５月７日（日）まで適用する。 

①職員のマスク着用の要否 

▸自席での事務に従事する際や職員間での対話時、庁内・施設内の移動時などのマスク着用

の要否は職員の自己判断に委ねる。 

▸高齢者等重症化リスクが高い者と対面で接する機会の多い窓口業務、相談業務に従事する

際には一律で着用するものとする。また、リスクの高い来庁者に対して一定の配慮が求められ

る場所に位置する窓口については、その要否を判断の上、着用を求めるものとする。 

 

②来庁者や来客等のマスク着用の要否 

▸来庁者や来客等の庁内や施設等訪問者のマスク着用の判断の要否については、感染症対

策上又は事業上の特段の理由がない限り、自身の判断に委ねる。 

▸屋内イベントや講座等への参加者にマスク着用を求めることの要否については、主催者の判

断に任せる。 

▸屋内イベントや講座等への参加者にマスク着用を求める場合は、事前に告知するものとする。 

 

③各窓口等に設置しているパーテーション設置の要否、長椅子等で間隔を空けて座ることの要

否、消毒液配備の要否など、マスク着用以外の物理的な感染対策 

▸現在の対策を継続する。 

 

④定時における換気や定期的な消毒の要否 

▸現在の対策を継続する。 

 

・取り決めた対応方針等については、必要に応じ、各部局が庁内や施設等への掲示やＨＰ等への

掲載等で、幅広く周知を図るものとする。 

 

 

〇次回対策本部会議 未定 


